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オープンスカイ交渉について



（アジア市場一体化のための国内改革、日本と世界とのヒト・モノ・カネの流れ倍増）

日本国内においても、アジアを中心に世界とのヒト・モノ・カネの流れの障壁をできるだけ除去する
ことが必要である。ヒト・モノ・カネの日本への流れを倍増させることを目標とし、例えば、その
流れの阻害要因となっている規制を大胆に見直すなど、日本としても重点的な国内改革も積
極的に進める。具体的には、羽田の24時間国際拠点空港化やオープン・スカイ構想の推進、ポ
スト・パナマックス船対応の国際コンテナ・バルク戦略港湾の整備等により、外国人観光客
やビジネスマン等のヒトの流れやモノの流れを作り出す。

新成長戦略（抄） （平成22年6月18日閣議決定）

第３章 ７つの戦略分野の基本方針と目標とする成果

（３）アジア経済戦略

（別表）「成長戦略実行計画（工程表）」

早期実施事項
（2010年度に実施する事項）

2011年度に
実施すべき事項

2013年度までに
実施すべき事項

2020年までに
実現すべき成果目標

徹底的なオープンスカイの推進
・オープンスカイの枠組みの拡大
・国際航空事業規制（運賃規制・
チャータールール等）の緩和推進ビ

ジ
ネ
ス
・
観
光

・羽田：発着枠昼間40.7万回＋深夜早朝4.0万回（うち国際枠９万回）の実現（2013年度）
・成田：発着枠27万回の実現（2012年度）、30万回の実現（2014年度）
・ＬＣＣ（格安航空会社）・ビジネスジェットの受入れ環境の整備

「民間の知恵と資金」を活用した空港経営の抜本的効率化と航空ネットワーク維持方策の見直し

１．ヒトの流れ倍増

・成田の増枠等を見極めつつ、首都圏空港においても、まず「第３・第４の自由」、その
後「第５の自由」と段階的に自由化を推進

・関空・中部等の我が国の拠点空港の貨物ハブ化に不可欠となる従来の「第５の自
由」の枠組みを超える抜本的自由化を推進

羽田の24時間国際拠点空港化等
首都圏空港の強化

訪日外国人（＊）2,500万人、
将来的には3,000万人

羽田の24時間国際拠点
空港化等首都圏空港の強化

関空の再生と
国際競争力の強化

（＊）訪日観光客を始めとした
各国からの訪日外国人関空・伊丹の経営統合に係る制度改正とコンセッション契約の検討
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○ 成田の30万回化（2010年10月地元合意済み）、羽田の国際化（2010年10月国際定

期便就航）により、首都圏空港の国際線の発着容量が急速に拡大することを踏まえて、

首都圏空港を含めたオープンスカイを推進している。

成田空港について、二国間輸送を自由化

首都圏空港以外の空港において、二国間輸送の自由化に加え、以遠地点への

輸送（相手国で旅客・貨物を積み込み、第三国へ輸送）を自由化

オープンスカイの具体的内容

○ 東アジア、ＡＳＥＡＮの国・地域を最優先に交渉を推進してきており、 これまでに米国、

韓国、シンガポール、マレーシア、香港、ベトナム、マカオ、インドネシア、カナダ、オー

ストラリア、ブルネイ、台湾、英国、ニュージーランド、スリランカ及びフィンランドの計

16ヶ国・地域との間でオープンスカイに合意。

○ 今後、欧州等、アジアの国・地域以外にもオープンスカイの対象を拡大。

オープンスカイの推進

オープンスカイとは、企業数、路線及び便数に係る制限を二国間で相互に撤廃すること。

オープンスカイ交渉の進捗
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② 韓国
2010年12月22日合意
（986万人、20％、1位）

④ マレーシア
2011年2月24日合意
（47万人、1％、18位）

⑤ 香港
2011年5月19日合意
（325万人、7％、5位）

⑫ 台湾
2011年11月10日合意
（424万人、9％、4位）

① 米国
2010年10月25日合意
（976万人、20%、2位）

中国
（735万人、15%、3位）

各国・地域との合意状況

国・地域
日本発着旅客数

（2009年度）
日本発着総旅客数（※）

における割合

オープンスカイ
合意国・地域

米国、韓国、ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ、
ﾏﾚｰｼｱ、香港、ﾍﾞﾄﾅﾑ、
ﾏｶｵ、ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ、ｶﾅﾀﾞ、

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ、ﾌﾞﾙﾈｲ、台湾、
英国、ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ、
ｽﾘﾗﾝｶ、ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ

3335万人 68%

今後の主な
オープンスカイ

交渉予定国・地域

中国、
ﾖｰﾛｯﾊﾟ主要国 1080万人 22%

（凡例）
（枠線）
実線：合意済
点線：協議予定有、

調整中

国・地域名
合意年月日（又は予定）
（旅客数、割合、順位）

⑦ マカオ
2011年7月14日合意

（4.5万人、0.1％、33位）

⑥ ベトナム
2011年6月9日合意

（70万人、1％、13位）

③ シンガポール
2011年1月19日合意
（158万人、3％、7位）

⑧ インドネシア
2011年8月11日合意
（66万人、1％、14位）

⑨ カナダ
2011年9月14日合意
（55万人、1％、15位）

⑩ オーストラリア
2011年9月29日合意
（92万人、2％、11位）

（2012年6月8日現在）

（※）日本発着総旅客数＝4906万人（2009年度）
（注）首都圏空港を含めたオープンスカイは、2013年夏期スケジュールに予定される

成田空港の発着枠年間27万回時に実現

⑪ ブルネイ
2011年10月28日合意

⑭ ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ
2012年2月16日合意

（18万人、0.4％、22位）

⑮ スリランカ
2012年3月23日合意

（5万人、0.1％、31位）

オープンスカイ交渉の進捗状況について

⑬ 英国
2012年1月20日合意
（72万人、1％、12位）

⑯ フィンランド
2012年6月8日合意

（32.8万人、1％、19位）

ヨーロッパ主要国
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